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研究成果の概要（和文）：アメリカ高齢者法を多角的に検討した共同研究を日米法学会総会で行

うとともに、アメリカでの現地調査の概要を雑誌に連載する機会を得た。また各研究者が、個

別に、日本社会保障法学会、日本成年後見法学会、全米ロースクール協会などでの学会報告で、

高齢者の権利擁護、高齢者法などに係る研究発表を行った。このほか、各研究者が、自律の価

値付け、アメリカ医療改革・所得保障制度などに係る比較研究、日米の福祉国家研究など、高

齢者の法的保護に関わる多くの論文を発表した。 
 
研究成果の概要（英文）：We had a symposium on “Elder Law in the U.S.” at the plenary 
session of the Japanese American Society for Legal Studies and published a serial papers 
about our research in the U.S.  Most members presented papers on legal advocacy and 
Elder Law at several academic symposiums such as the Japanese Association of Social 
Security Law, the Japan Adult Guardianship Law Association, and the Association of 
American Law School (Section on Aging and the Law). Furthermore each members 
published many articles and books on the concept of ‘Autonomy’, comparative studies on 
health care reform and Social Security between the U.S. and Japan, studies on welfare 
states, and so on. 
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１．研究開始当初の背景 
 高齢化率が 20％を大きく超え、世界一の超
高齢社会に突入したわが国では、高齢者をめ

ぐる様々な法的問題が生じているものの、そ
の法的保護をめぐる法学的検討や法理論的
基盤をめぐる議論が乏しく、多角的な研究が
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求められる状況にあった。 
 
２．研究の目的 
 １のような状況下にあって、わが国の進む
方向性をいわば先取りした感のある「民間主
導」の国家であること、また「自立」や「自
律」といった今後わが国でも尊重されるべき
規範的価値が重視される国家であることか
ら、本研究は、アメリカを比較研究対象とし、
アメリカ社会保障法研究者を中心とした共
同研究により、高齢者法ないし高齢者への法
的保護をめぐる議論の深化を目指したもの
である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、研究代表者である菊池を中心と
する 5名の研究者の共同研究という形式をと
った。通常は、電子メール等での意見交換等
を行いながら、購入した書籍類を活用しての
各自の研究活動に委ねた。ただし、以下のよ
うにいくつもの共同研究活動を行い、研究の
深化を図った。 
（１）学会報告…平成 19 年度、第 44回日米
法学会総会でのシンポジウム報告のため、全
員参加での準備研究会を重ね、学会で共同で
の報告を行った。 
（２）外国人研究者招聘…平成 19 年度、貧
困の視角を重視した高齢者の法的保障を検
討するため、ジョエル・F・ハンドラー教授
（カリフォルニア大学ロサンゼルス校）を招
聘し、共同研究の機会をもった。 
（３）研究会…年間 2～3回の研究会を開催
し、そのうち数回はゲストを招聘し、共同研
究の機会をもった。具体的には、平成 20 年
度、中川純准教授（北星学園大学）、柳澤武
准教授（中京大学）を招き、アメリカの障害
法及び雇用差別禁止法といった関連分野と
の接点をもった。平成 21 年度は、東京社会
保障法研究会との共同開催による研究会（石
田が報告、菊池が司会を務めた）のほか、高
齢者の権利擁護の観点から、香川美里弁護士、
竹中勲教授（同志社大学）を招き、成年後見
実務や憲法学の視点からの報告を求め、議論
する機会をもった。 
（４）外国調査…毎年度 2ないし 3名が渡米
し、調査を行った。このうち平成 19 年度（菊
池、石田、尾形）と平成 20 年度（石田、大
原、関）は複数名が同行し、共同での現地ヒ
アリング等を行った。 
 
４．研究成果 
 共同で行った、目に見える形での大きな研
究成果としては、第 1 に、日米法学会第 44
回総会でのシンポジウム報告「高齢者法にみ
るアメリカの社会保障」が挙げられる。報告
を行ったのは関・尾形・大原の 3名であった
が、菊池が司会を務め、石田も準備段階から

加わった。その成果は学会誌「アメリカ法」
2008－1 号に掲載されている。第 2 に、共同
外国調査の成果を、関・石田・大原が雑誌「週
刊社会保障」2536－2538 号に連載する機会を
得た。 
 これ以外に、各研究者が本研究により得ら
れた成果は非常に多い。 
 菊池は、アメリカでの現地ヒアリングなど
の成果も踏まえて、従来から検討を進めてき
た自律ないし自立をめぐる社会保障法理論
の一層の進化を図るべく、宮本編（2010）、
菊池編（2008）などいくつかの論稿を著した。
それとともに、高齢者虐待等に対する権利擁
護、高齢者福祉も含むオンブズマンシステム
の観点から、それぞれ日本成年後見法学会、
日本社会保障法学会にて報告し、その成果を
学会誌に掲載する機会を得た。 
 石田は、高齢者施設を含めた医療関連ネッ
トワーク組織及び専門職団体の活動に対す
る反トラスト法の適用状況について検討を
すすめ、それぞれの組織の特設に対応した反
トラスト法適用基準の形成過程と問題点を
明らかにした連載の論稿を完結させるとと
もに、州レベルでの医療制度改革、介護制度
改革（増田編〔2008〕）の進捗状況について
検討を行った論文を発表した。 
 大原は、現地調査を踏まえつつ、日本でほ
とんど紹介されていなかったアメリカの代
理受取人制度について分析し、所得保障の中
に権利擁護を取り込んでいるアメリカ高齢
者法の特徴を明らかにする論稿を発表した。
また、わが国の高齢者の権利擁護制度の問題
点を抽出するとともに、被用者年金制度の中
に低所得高齢者への配慮がないこと等を上
記学会報告で明らかにし、学会誌において掲
載した。 
尾形は、社会保障法制等における理論的基
礎を探る見地から、アメリカの法理論をも意
識しつつ、法主体ないし個人像を「自律」と
いう観点から分析した論文を発表した（菊池
編〔2008〕。また、高齢者法制を含む福祉国
家の展開をめぐる日米の比較法的分析も行
う論稿を発表した。具体的には、アメリカに
おける福祉国家の展開と憲法との関係を、合
衆国最高裁判例や学説等を通じて検討し（法
学論集〔2008〕、憲法問題〔2009〕）、また
アメリカの高齢者に係る生活保障法制であ
るメディケアや社会保障法上の給付（social 
security benefits）をめぐる争訟について、
どのような司法審査が可能であるかを分析
し、その分析枠組みをわが国の生存権訴訟等
を念頭においた文脈でも検討した（アメリカ
法〔2008〕、初宿ほか編〔2008〕）。 
関は、アメリカ高齢者法の全体像の検証と
いう観点から、アメリカの高齢者医療保険な
どの分析に係る論稿を多数発表するととも
に、裁判外紛争解決システムの見地から、日



 

 

本社会保障法学会で報告を行った。こうした
各論的検討に加えて、わが国にアメリカ高齢
者法の沿革や全体像を紹介する論稿や、日米
の高齢者法を比較法的に分析する英文の論
稿も発表している。さらに、2010年1月には、
全米ロースクール協会のシンポジウムにお
いて、日米高齢者法制を比較分析する報告を
行うとの輝かしい成果を挙げた（旅費等は本
研究費から支出）。 
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